
種名と配列に関わる解説等（紐形動物門） 

 

〇目録の解説 

紐形動物門においては，科以上の上位分類群を独立した見出し行として記入した。また，そ

れら上位分類群すべてに対し，学名とその命名者・年を記入した。 

分類体系は Strand et al. (2019) に従い，学名とその命名者・年は Kajihara (2007, 2017) および

インターネット上のデータベースである WoRMS Editorial Board (2019) に準拠した。 

岡山県野生生物目録 2009 に掲載された紐形動物門は 1 種（タテジマヒモムシ）のみであっ

た。本目録では新たに 15種が追加され，現時点の種数合計は 16となった。新規追加種は下記

文献のほか，協力員の確認記録 1 件（ヤジロベヒモムシ：笠岡，2011.09.11，多留聖典）によ

る。 

紐形動物門の目録作成は協力員の田中正敦（鹿児島大学大学院理工学研究科）・多留聖典（東

邦大学東京湾生態系研究センター）が担当し，本解説は田中正敦が作成した。 
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北 中 南 海

紐形動物門 Phylum NEMERTEA Quatrefages, 1846

　古紐虫綱 Class PALAEONEMERTEA Hubrecht, 1879

　　　ホソヒモムシ科 Family CEPHALOTRICHIDAE McIntosh, 1874

1 ホソヒモムシ Cephalothrix simula (Iwata, 1952) － － － ? 潮間帯岩礁 付着生物群集間

　　　クリゲヒモムシ科 Family TUBULANIDAE Bürger, 1904 (1874)

2 クリゲヒモムシ Tubulanus punctatus (Takakura, 1898) － － － ? 潮間帯～潮下帯岩礁・砂泥底

　担帽綱 Class PILIDIOPHORA Thollesson & Norenburg, 2003

　　異紐虫目 Order HETERONEMERTEA Bürger, 1892

　　　リネウス科 Family LINEIDAE McIntosh, 1874

3 オロチヒモムシ Cerebratulus sp. (marginatus by authors; not of Renier, 1804) － － － ? 潮間帯～潮下帯砂泥底

4 ゴトウヒモムシ Euborlasia gotoensis Iwata, 1952 － － － ＋ 潮間帯岩礁

5 リュウキュウヒモムシ Iwatanemertes piperata (Stimpson, 1855) － － － ? 潮間帯～潮下帯岩礁 付着生物群集間

6 フタスジヒモムシ Lineus bilineatus  (Renier, 1804) sensu Iwata, 1954 － － － ? 潮間帯岩礁

7 ミドリヒモムシ Lineus fuscoviridis Takakura, 1898 － － － ＋ 潮間帯～潮下帯岩礁

8 ムラサキヒモムシ Lineus longifissus (Hubrecht, 1887) sensu Takakura, 1898 － － － ? 潮間帯～潮下帯砂泥底

9 モエデヒモムシ Lineus sanguineus (Rathke, 1799) － － － ＋ 潮間帯砂泥底

10 ミサキヒモムシ Notospermus geniculatus (Delle Chiaje, 1828) － － － ＋ 潮間帯～潮下帯岩礁

　　　ヴァレンシニア科 Family VALENCINIIDAE Hubrecht, 1879

11 タテジマヒモムシ Baseodiscus curtus (Hubrecht, 1879) － － － ＋ 潮間帯岩礁

　針紐虫綱 Class HOPLONEMERTEA Hubrecht, 1879

　　単針目 Order MONOSTILIFERA Brinkmann, 1917

　　　アンフィポルス科 Family AMPHIPORIDAE Oersted, 1844

12 ヤジロベヒモムシ Amphiporus cervicalis (Stimpson, 1857) species complex － － － ＋ 潮間帯岩礁

　　　マダラヒモムシ科 Family CRATENEMERTIDAE Friedrich, 1968

13 マダラヒモムシ Nipponnemertes punctatula (Coe, 1905) － － － ? 潮間帯岩礁

　　　ホソミドリヒモムシ科 Family EMPLECTONEMATIDAE Bürger, 1904

14 ヒカリヒモムシ Emplectonema kandai Kato, 1939 － － － ? 潮下帯砂泥底 スボヤ被嚢上に付着

15 ヨツメヒモムシ Nemertopsis quadripunctata (Quoy & Gaimard, 1833) － － － ? 潮間帯岩礁 カメノテ内部に寄生

　　　テトラステマ科 Family TETRASTEMMATIDAE Hubrecht, 1879

16 メノコヒモムシ Quasitetrastemma nigrifrons (Coe, 1904) － － － ? 潮間帯～潮下帯岩礁 付着生物群集間
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